
Unified CVP のアップグレード

新規および既存のプラットフォームが同じ場合は、Unified CVPの新しいバージョンにアップグ
レードできます。たとえば、Unified CVP 9.0(1)を Unified CVP 10.0(1)で置き換えるのはアップ
グレードです。これは、どちらのバージョンも同じプラットフォームで動作するためです。

ただし、既存のソフトウェアを、プラットフォーム、アーキテクチャ、またはアプリケーション

の変更がある新しいバージョンで置き換える場合、このプロセスは移行と呼ばれます。たとえ

ば、Unified CVP 8.5(1)を Unified CVP 10.0(1)で置き換えるのは移行です。これは、新しいバー
ジョンが、以前のバージョンとは異なるプラットフォームで動作するためです。既存のバージョ

ンを新しいバージョンで置き換えることがアップグレードか、または移行かについては、アップ

グレードパス, （2ページ）を参照してください。

シスコの音声ソリューションコンポーネントのアップグレードは複数の段階からなるプロセス

であり、ソリューションのコンポーネントは複数のアップグレード段階にグループ化されていま

す。上のグレードのバージョンにスムーズに移行するには、ユーザは『Cisco Unified Contact
Center Enterprise Installation and Upgrade Guide（Cisco Unified Contact Center Enterpriseインストー
ルおよびアップグレードガイド）』の「Upgrade（アップグレード）」の項に記載されているソ
リューションレベルのアップグレード順序に従う必要があります。

ゲートウェイがリンクしているすべてのCVPが最新バージョンにアップグレードされてから、
最新バージョンの CVPに付属している TCLファイルがゲートウェイ（通常は OAMPから）
にプッシュされていることを確認します。

（注）

Unified CVPアップグレードは複数の段階からなるプロセスであり、この章の次の項で説明され
ています。

• アップグレードパス, 2 ページ

• Unified CVPのアップグレード戦略, 2 ページ

• アップグレードに関する重要な考慮事項, 3 ページ

• アップグレード前のタスク , 4 ページ

• Unified CVPのアップグレード, 5 ページ
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• Operations Consoleのアップグレード, 6 ページ

• CVP Serverのアップグレード, 8 ページ

• Remote Operationsのアップグレード, 9 ページ

• Reporting Serverのアップグレード, 9 ページ

• Call Studioのアップグレード, 10 ページ

• アップグレード後の作業, 11 ページ

アップグレードパス
既存のバージョンを新しいバージョンに置き換えるためにプラットフォームの変更が必要かどう

かに基づいて、製品の切り替えはアップグレードまたは移行と呼ばれます。次の表に、既存の

UnifiedCVPバージョンを新しいバージョンに置き換えるためのアップグレードパスを示します。

表 1：Unified CVP のアップグレードパス

説明変換プロセスプラットフォームの変更以前のリリー

スから新しい

リリースへの

アップグレー

ドパス

プラットフォームの変更なしアップグレード変更なし（両リリースと

もWindows Server 2008リ
リースで動作）

9.0(1)から
10.0(1)へ

新しいリリース用プラットフォーム

の変更

移行Windows 2003から
Windows Server 2008 R2へ

8.5(1)から
9.0(1)または
10.0(1)へ

Unified CVP のアップグレード戦略
1つのメンテナンスウィンドウでUnifiedCVPをアップグレードできます。ただし、アップグレー
ドする CVP Serverの数が多い場合は、1つのメンテナンスウィンドウですべてをアップグレード
することができない場合があります。アップグレード戦略を使用すると、大規模な Unified CVP
展開でアップグレードプロセスを配布できるようになります。また、サーバのアップグレードを

複数のステップに分割し、複数のメンテナンスウィンドウで実行させることができます。

Unified CVPアップグレード戦略は、次の項で説明します。

   Cisco Unified Customer Voice Portal Release 10.0(1) インストールおよびアップグレードガイド
2

Unified CVP のアップグレード
アップグレードパス



CVP ユニット
CVPユニットは、VXMLサーバ、コールサーバ、および Reportingサーバで構成されています。
複数の CVPユニットがあるUnified CVP展開では、一度に 1つの CVPユニットをアップグレード
できます。たとえば、1つのメンテナンスウィンドウで関連サーバの 1つのCVPユニットをアッ
プグレードできます。この展開は、H.323プロトコルを使用し、コール処理とリスクの最小化を
目的としてセッション開始プロトコル（SIP）に移行する必要があるコールセンターで役立ちま
す。

マルチフェーズアプローチ

マルチフェーズアプローチは、UnifiedCVPServerのサブセットをアップグレードし、コール処理
を再開するための戦略です。マルチフェーズアップグレードアプローチを使用すると、アップ

グレードをいくつかのフェーズに分けることができます。UnifiedCVPの展開に複数のCVPユニッ
トがある場合は、マルチフェーズアプローチを使用するとユニットごとにアップグレードできま

す。

展開に応じて、次のマルチフェーズアプローチのいずれかを選択します。

• 1つのメンテナンスウィンドウで特定のタイプのすべてのサーバをアップグレードする。

• 1つのメンテナンスウィンドウでサーバタイプのサブセットをアップグレードする。

• 1つのメンテナンスウィンドウで CVPユニットからサーバタイプのサブセットをアップグ
レードする。

1つのメンテナンスウィンドウで 1つのカテゴリのすべてのサーバをアップグレードする必要
はありません。ただし、Unified CVPの展開または CVPユニットの次のコンポーネントセッ
トに移る前に、1つのタイプのすべての Unified CVPコンポーネントをアップグレードする必
要があります。Unified CVPコンポーネントのアップグレードの詳細については、Unified CVP
のアップグレード, （5ページ）を参照してください。

（注）

アップグレードに関する重要な考慮事項
•サービスの中断を回避するため、オフピーク時またはメンテナンス時に Unified CVPをアッ
プグレードします。

•変更はアップグレード後に失われるため、アップグレード中に設定に変更を加えないでくだ
さい。

•ユニット内のすべてのコンポーネントをアップグレードするまで、CVPユニットがオフライ
ンのままであることを確認します。
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•正常に展開を行うには、シーケンス通りに Unified CVPコンポーネントをアップグレードし
ます。アップグレードシーケンス中の変更は、コールデータの損失やエラー、または新し

いバージョンで導入されたプロパティが設定できないという結果になります。

•旧バージョンのデバイスタイプを引き続きサポートするには、既存のプロパティの属性を削
除したり、変更したりしないでください。

アップグレード前のタスク
•すべてのプログラムを終了します。

•サーバで実行されているサードパーティサービスおよびアプリケーションを停止します。

• Operations Consoleを除くすべての CVPコンポーネントの C:\Cisco\CVPをバックアップ
します。

• Operations Consoleの設定をバックアップします。 Operations Console設定のバックアップを
参照してください。

•サーバがサポート対象ハードウェアとして一覧表示され、サイズが適切に設定されているこ
とを確認します。当初のシステム設定以降の規模拡張も考慮してください。容量について

は、http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/index.htmlにあるマニュアルを参
照してください。

•必要に応じて、オペレーティングシステムをWindows 2003 SP2からWindows Server 2008 R2
にアップグレードします。プラットフォームの変更が必要かどうかについての詳細は、アッ

プグレードパス, （2ページ）を参照してください。

•ログファイルをバックアップします。

CVP Serverログファイルは <CVP_HOME>\logsに保存され、VXML Serverロ
グファイルは <CVP_HOME>\VXMLServer\logsと
<CVP_HOME>\VXMLServer\applications\<app_name>\logsに保存さ
れます。

（注）

•自動バックアップが失敗した場合の冗長性を持たせるため、既存の CVPインストールファ
イルを別のコンピュータにバックアップします。
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Unified CVP のアップグレード

Cisco Unified CVP Server（VXML Serverが同梱されています）をアップグレードする場合、
Unified Call Studioも同じバージョンにアップグレードする必要があります。Unified Call Studio
は、Unified Call Studioと CVP Serverが同じバージョンである場合にのみ、CVP Serverと連動
します。

（注）

次の順序で Unified CVP 10.0(1)のアップグレードを実行します。

手順

ステップ 1 次の場所にある（.classファイルや .jarファイルなどの）サードパーティライブラリをバックアッ
プします（ここでは、APP_NAMEは展開した各音声アプリケーションの名前です）。

• %CVP_HOME%\VXMLServer\common\classes

• %CVP_HOME%\VXMLServer\common\lib

• %CVP_HOME%\VXMLServer\applications\APP_NAME\java\application\classes

• %CVP_HOME%\VXMLServer\applications\APP_NAME\java\application\lib

• %CVP_HOME%\VXMLServer\applications\APP_NAME\java\util

Unified CVP 10.0(1)では、Tomcatは 5.5から 7.0にアップグレードされます。 VXMLア
プリケーションが必要とするサードパーティの .jarファイルを
%CVP_HOME%\VXMLServer\Tomcat\common\libフォルダからバックアップします。
この共通フォルダは Tomcat 7.0で利用できなくなりました。そのため、Unified CVP
10.0(1)へのアップグレード後に、バックアップした以前の .jarファイルを
%CVP_HOME%\VXMLServer\Tomcat\libフォルダにコピーします。

（注）

ステップ 2 Cisco Unified CVP Operations Console（OAMP）をアップグレードします。 Operations Consoleの
アップグレード, （6ページ）を参照してください。

ステップ 3 （任意）Cisco Unified CVPReportingサーバをアップグレードします。Reporting Serverのアップグ
レード, （9ページ）を参照してください。

ステップ 4 Cisco Unified CVP Serverをアップグレードします。 CVP Serverのアップグレード, （8ページ）
を参照してください。

ステップ 5 Cisco Unified Remote Operationsをアップグレードします。 Remote Operationsのアップグレード,
（9ページ）を参照してください。

ステップ 6 Cisco Unified Call Studioをアップグレードします。 Call Studioのアップグレード, （10ページ）
を参照してください。

ステップ 7 以前に展開した Unified CVPの音声アプリケーションをアップグレードします。
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Operations Console のアップグレード
現在インストールされているデフォルトのメディアファイルは、Unified CVP 10.0(1)のアップグ
レード用に選択するメディア形式で上書きされます。ただし、カスタマイズされたメディアファ

イルはアップグレード中に上書きされません。カスタムアプリケーションやWhisperAgent-Agent
Greeting（WAAG）などのカスタマイズされたメディアファイルは、アップグレード前と同じ形
式で保持されます。

U-lawは Unified CVP 10.0(1)のデフォルトのメディアファイル形式です。（注）

以降の項で、Operations Console 10.0(1)への Operations Console 9.0(1)のアップブレードに関するさ
まざまなシナリオを説明します。

U-law の Operations Console 10.0(1) への U-law の Operations Console 9.0(1)
のアップグレード

手順

ステップ 1 UnifiedCVP10.0(1)インストールDVDのCVP\Installer_Windowsフォルダから、setup.exe
を実行します。

インストーラが、自動的に以前のインストールを検出して、アップグレードプロセスをガイドし

ます。

ステップ 2 サーバを再起動します。

A-law の Operations Console 10.0(1) への U-law の Operations Console 9.0(1)
のアップグレード

はじめる前に

Operations Consoleで A-lawを実装するには、Unified CVP 9.0 FCSビルドをインストールします。
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手順

ステップ 1 C:\Cisco\CVP\confの場所に移動します。

ステップ 2 カスタムアプリケーションやWhisper Agent-Agent Greeting（WAAG）などのカスタムメディア
ファイルや、U-lawのアプリケーションを A-lawに変換します。

ステップ 3 cvp_pkgs.propertiesファイルで、cvp-pkgs.PromptEncodeFormatALaw = 1プロパティを 7
行目に追加して A-Lawフラグを有効にします。

「=」記号の前後にスペースを入れる必要がありま

す。

（注）

ステップ 4 UnifiedCVP10.0(1)インストールDVDのCVP\Installer_Windowsフォルダから、setup.exe
を実行します。

ステップ 5 画面に表示される指示に従います。

ステップ 6 サーバを再起動します。

（注） •すべての標準的なパッケージメディアファイルとアプリケーションが A-law形式
でインストールされます。

•カスタムアプリケーションやWhisper Agent-Agent Greeting（WAAG）などのカス
タムメディアファイルは、アップグレード前と同じ形式で保持されます。

次の作業

IOSスクリプトを Cisco IOSメモリにロードします。

A-law の Operations Console 10.0(1) への A-law の Operations Console 9.0(1)
のアップグレード

はじめる前に

Operations Consoleで A-lawを実装するには、Unified CVP 9.0 FCSビルドをインストールします。

手順

ステップ 1 C:\Cisco\CVP\confの場所に移動します。

ステップ 2 cvp_pkgs.propertiesファイルで、cvp-pkgs.PromptEncodeFormatALaw = 1プロパティを 7
行目に追加して A-Lawフラグを有効にします。

「=」記号の前後にスペースを入れる必要がありま

す。

（注）

ステップ 3 Unified CVPインストール DVDの新しいリリースの CVP\Installer_Windowsフォルダから、
setup.exeを実行します。

Cisco Unified Customer Voice Portal Release 10.0(1) インストールおよびアップグレードガイド
7

Unified CVP のアップグレード
A-law の Operations Console 10.0(1) への A-law の Operations Console 9.0(1) のアップグレード



インストーラが、自動的に以前のインストールを検出して、アップグレードプロセスをガイドし

ます。

ステップ 4 画面に表示される指示に従います。

ステップ 5 サーバを再起動します。

（注） •すべての標準的なパッケージメディアファイルとアプリケーションが A-law形式
でインストールされます。

•カスタムアプリケーションやWAAGなどのカスタムメディアファイルは、アッ
プグレード前と同じ形式で保持されます。

次の作業

IOSスクリプトを Cisco IOSメモリにロードします。

CVP Server のアップグレード
はじめる前に

CVP Serverで A-lawを実装するには、Unified CVP 9.0 FCSビルドをインストールします。

U-law の CVP Server 10.0(1) への U-law の CVP Server 9.0(1) のアップグレー
ド

U-lawの Operations Console 10.0(1)への U-lawの Operations Console 9.0(1)のアップグレード, （6
ページ）の手順のステップ 1～ 2を実行します。

次の作業

1 現在のバージョンの Unified CVPの Operations Consoleにログインし、[Bulk Administration] >
[File Transfer] > [Scripts and Media]を選択します。

2 Cisco IOS call application voice load <service_name> CLIコマンドを使用して、各 CVPサービス
の Cisco IOSメモリにゲートウェイダウンロードで転送されたファイルをロードします。

3 バックアップされたサードパーティのライブラリを復元します。

4 10.0のライセンスで CVPサーバにライセンスを再適用します。

Operations Consoleを使用した VXML Serverの設定方法の詳細については、『Configuration and
Administration Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal（Cisco Unified Customer Voice Portalの設
定および管理ガイド）』を参照してください。
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A-law の CVP Server 10.0(1) への U-law の CVP Server 9.0(1) のアップグレー
ド

A-lawの Operations Console 10.0(1)への U-lawの Operations Console 9.0(1)のアップグレード, （6
ページ）の手順のステップ 1～ 6を実行します。

次の作業

U-lawの CVP Server 10.0(1)への U-lawの CVP Server 9.0(1)のアップグレード, （8ページ）の手
順の「次の作業」の項を参照してください。

A-law の CVP Server 10.0(1) への A-law の CVP Server 9.0(1) のアップグレー
ド

A-lawの Operations Console 10.0(1)への A-lawの Operations Console 9.0(1)のアップグレード, （7
ページ）の手順のステップ 1～ 5を実行します。

次の作業

U-lawの CVP Server 10.0(1)への U-lawの CVP Server 9.0(1)のアップグレード, （8ページ）の手
順の「次の作業」の項を参照してください。

Remote Operations のアップグレード

手順

ステップ 1 Unified CVPインストール DVDの新しいリリースの CVP\Installer_Windowsフォルダから、
setup.exeを実行します。
インストーラは、Remote Operationsのインストールおよびアップグレードを自動的に検出して、
アップグレードプロセスをガイドします。

ステップ 2 [Upgrade]画面の指示に従い、[Upgrade]をクリックします。

ステップ 3 サーバを再起動します。

Reporting Server のアップグレード
Reporting Serverの移行については、Reporting Serverの移行を参照してください。
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はじめる前に

• Informixデータベースをバックアップします。

すべてのデータベースバックアップファイルが圧縮され、Reporting Serverに
保存されます。 cvp_backup_data.gzバックアップファイルが cvp_db_backup
フォルダの %INFORMIXBACKUP%ドライブに保存されます。

（注）

•スケジュールされたパージをオフにします。

• Reporting Serverが任意のドメインに含まれず、ワークグループに含まれていることを確認し
ます。必要に応じて、アップグレード後にドメインに追加します。

手順

ステップ 1 Unified CVPインストール DVDの新しいリリースの CVP\Installer_Windowsフォルダから、
setup.exeを実行します。
インストーラは、ReportingServerのインストールおよびアップグレードを自動的に検出して、アッ
プグレードプロセスをガイドします。

ステップ 2 パスワードの画面で、パスワードを入力し、[アップグレード（Upgrade）]をクリックします。
インストール中に作成するパスワードを留めておきます。このパスワードは、設定用にReporting
Serverにログインするときに必要です。

ステップ 3 サーバを再起動します。

ステップ 4 アップグレードされた Reporting Serverにバックアップされたデータベースを復元します。

ステップ 5 VMware設定を更新するには、ユーティリティを実行します。VMware設定ユーティリティのアッ
プグレードを参照してください。

Call Studio のアップグレード
はじめる前に

以前のバージョンのライセンスは、最新バージョンでは無効です。そのため、Unified Call Studio
の新しいライセンスを取得します。

手順

ステップ 1 [Navigator]ビュー内の任意のプロジェクトを右クリックし、[Export]を選択し、エクスポートウィ
ザードの指示に従います。
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エクスポートウィザードで表示される一覧から、複数のプロジェクトを選択して同時

にエクスポートします。

（注）

ステップ 2 Unified CVPインストール DVDの新しいリリースの Call Studio\Installer_Windowsフォ
ルダから、setup.exeを実行します。
インストーラは、Call Studioのインストールおよびアップグレードを自動的に検出して、アップ
グレードプロセスをガイドします。

ステップ 3 Call Studioに以前にエクスポートしたプロジェクトをインポートします。 [Existing Cisco Unified
CVP Project into Workspace]オプションを選択します。
インポートプロセスによって、プロジェクトの形式が新しいバージョンに必要に応じて自動的に

アップグレードされます。

ファイルシステムからインポートする代わりに、ソースリポジトリからアプリケーショ

ンをチェックアウトした場合は、アプリケーションをCall Studioプロジェクトとして再
インポートします。変換プロセスを開始するには、再インポートが必要です。インポー

ト後の最初のチェックインでは、各プロジェクトのすべてのファイルは変更済みと見な

されているため、リポジトリで更新する必要があります。

（注）

ステップ 4 1.4より前の Javaバージョンでコンパイルされているカスタムコンポーネントは、Java 5を使用
して再コンパイルします。

Java 1.4でコンパイルされたカスタムコンポーネントは、再コンパイルせずに Java 5で実行され
ます。ただし、下位互換性に影響を与える可能性がある Java 5の変更点リストを見直して、必要
な更新を行う必要があります。互換性に関するページは、http://java.sun.com/j2se/1.5.0/
compatibility.htmlにあります。

アップグレード後の作業
Unified CVPコンポーネントをアップグレードした後、Sync-upツールを使用してメタデータファ
イルを同期します。詳細については、Unified CVP REST APIのメタデータの同期の開始を参照し
てください。
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http://java.sun.com/j2se/1.5.0/compatibility.html
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/compatibility.html
CVP_BK_CE7581E0_00_cvp-installation-upgrade-guide-1001_chapter_011.pdf#unique_35
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